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表1 談話情報とインフォーマントの属性
HIH 護193運6(2君:歳主j か 福岡県福司市
08 程崎県福南市




















MAG 1982(お古l 6-18 3'舟21秒18-2 
23 
OS04F INM lヨt:Ll~~!)F官 穏雨明一千百司市 52分35秒






0 5 4 神福埼樗不幸奈三I両地川県県福和福県書横幸河光言司混野市1r-i 市
38骨34秒
5--15 
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以[ーのような 3分類に加えて，木射では高木 1210めのようにデハナイ〈カ)
に I"J志望Z求」という4JiLを設JTる本稿で出いるH芯安求という出必は，
本本的;こは安達([99引のIH"' る r-I;Tl:~:安求茸Ij的合定疑問文 l や， i~.I~'、 (2UU日
; 20(9)可平塚・原田 1200d) 平家 (2ω引の用， 'る「同志要求」と共治
しているが， 4私では以下のよ弓に;ζ:詫寸る J




















( 7)今1は晴れると恩ヮたのに，附 1ジヤヴイ/ヤサイ ヤン/ジャ
ン; 1 Il'il 
{日)ひJっとしたら，この男が犯人{ジャナイ/ヤナイ/ホヤン
ジャン? [ 1玄1]
































(13) YON :殉}jとも素片L>"， 寸先ご立になるわけヤン P
[0おu5F]
[080抗FI
1むの形式;の !W列 lニ↓{を I'，J けてなると，ジャすノが 5 制Uf~!1Jされているか‘
(14 のように j管f十の中で使則されたものであったr
(W HlH :いいジャナイゼづか、 [0701¥1] 
伐りの t例は (5)のように第 者(年長者)の発話#引用したものであっ
62 
たため，インフォーマント白身が使川したと百えるものではないc






















(20) MAR 責任ジャンじ [0901:¥1] 
特に (21)などは什定辞ンが1いられた動詞述語と共起しており，伝統h
百との混交の凶例も見られている。
(21) GOA :いらんジャン? [0806F] 
デハナイ(カ) T類においてジャナイとヤナイがほとんど使用されていな




4.3圃 デハナイ (カ) E類について










ジャナイ↓ 16 0 
ヤナイ 4 48 
20 48 
表 5 から刊j らかな 4 うに，月j 口とジャナイ/ヤナイの問に介する年体均~~iJ
が標準認形の /7;の場合にはジャナイ引が， 方言形のトの場合にはヤナイ
が， というように純しづ〉げられている 7最初が見られるに前者のfyOを (22) 
124入 f金主のf刊を (25) (27: として小すロ
(22) HIIl:選べるンジ vγナイと"










(:?6) INM 最低三 ;1はおるッチヤナイかなf









(2岳l'亡Il桁介とかも Lてくれるンヤナイかね P [08051'] 
4.3.2.体言に接続する場合
T;.前提言E素が体口の場合についても， ホ体;劫主お:而訓"副lを介1るf劫劫合にlはrよ工L〆月Ij
言にf伎女絞する f場易f什子と同じことが言えそ弓である O 沼岡市計年!~方言におし a
ては，準体助かjトにfも汁が接続することが可能であるため(紳内・枠内
[矧!)，陣 l人~~O()6 ， n;i出Z007など)， ({'1"干ヲムト+ジャナイ/ヤナイ〉の上う
な衣現も "J能である( しかLながら，談請においては沼例が凡られなかっ
た
表5 体言に接続するときのジャナイ/ヤナイの用例数? ? ?













使い分けに関わるような要因が考えられなかった9)じ前者のjý~ を (33) ~ 
(35) ，後者の例を (36)~ (38) としてノJ付。
(33) SAK あれジャナイとつ [070s1] 
(34) HIH :キャプテンジャナイ? [0701:¥1] 
(35) FUY 鮫子ジャナイ P [0803¥1] 
(36) YON :買い替えどきヤナイ? [0806F] 
(37) MAR・4番候補ヤナイと? [ 0901:'v1] 










デハナイ (カ) 田知においては，標準説形であるジャナイ (108例)が
その用法をほぼ重Jb ~ して担っている。 この用法においてヤナ イ が使用 され
たのは. (39)のような 3例しか見られなかった。








ハナイ (カ)皿類においてヤナイ の使用がほとんどなくなり， 主にジャナ
イがそれを担うようになっているという (高木2006)。しかし制|制市若年









(41) SAK :だいたいみどりの1ジャナイ 9いつつも。 (0701'>1] 
(42) TON 無駄ジャナイ? (0802F] 
(13) TAK 暇そうジャナイ P [080ZF] 
(11) SAK :名前負けしてそうヤナイ ? [070nl] 
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ことから，際荷主;午持母方弓においては，否定(デハナイ(カ J 血類j にお
いて多niされる形式がICJ:百旦ぷにおいても多数を占めるとされている刊に
この考えにしたがえば，沼周TiTJ.i年!百五言によヲいても同意要求の用法をf日
うのは， r1./j節でrわしたデハナ 1 iカ)亜勲(行定)のJ1 1、をほぼ独占L
ているジャサイである kいうこkになるへしかしながら，合定のl↓li土を If-I 
めてし aるジャナイが5例に対L，支際にはそれを担わないヤナイは16例見


















































1. )福岡 1[.:1百>f出方言ではジャサカ '1，イ十嵐ではヤす i(~いう谷正院が，"Bいら






うにカをイ'tlJlしない;r;で続 Lて表記「る}と iするただL， ~+!. 1'，':j1r:屈
ではカのftわりにネがjJ力Eされヤアイスーのようになることがよくある 3
2;坤内(19!)fiノ 村上 (2的];，粍村倒的出なとが悶西方ーから受科された
ものであるこ Y をJ話術Lている ただL.-，炉心開花も河内方言d円 Fンζ話J;
が 致 1ていることを根拠lこしずいるだけで，間的方同かり受持Lたこ νう




リ イI~をコっているんだ，会議は今 11 の午後からジャヲイ 1 力) のぷうにす
助詞などにデハ7イ(カ)が接続tる喝行もあるが‘本稿では似宜的(動詞
片手将司品、外の要ぷや l仏弓」とする
目)何も議増させない 7制 i?UH ジャナノかね? [08i)jFlJ， 'KU;v! シャ
'-1? [OfiOL¥fLJを含む
ら) j可も前J去三せない i例 'SAI、ャナ Jと， [(70)VI一世合九
7iこのよ主示にはられたように，偏向市)J言においてマ/という午件劫認が1主
わ札るようになりてきているようである





10)両木 (2006)が示す 閑両方言町議話資料においては，否止 (デハナイ (カ)
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Dialecl Conlaci Observed in Fukuoka Dialeci or "oung Generaiion: 
"Thh a Special Focus on lhe Varianls or Dewαnαi(kαj 
Yusuke HIRATSUKA 
In standard japanese， a negation marker dl側側出 (/iα~) also functions as 
recognition， conjecture and agreement-seeking markers according to 
Tanornura(l988) and Takagi(2006). On the other hand， there are four 
variants f，υr deωanai(kμ~) ， which 3re jαnaz， yαnai， yan and jan in Fukuoka 
dialect of young generation. 1n this paper， 1 observed the tendency of 
the usage of the four varIants In free conversations. The result is as 
follows 
(a) Recognition: y，αtl， which is not used in the traditional Fukuoka 
dialect， ismainly used. Jαn， which is originally used in Tokyo 
clialect， isalso used partly 
(b) Conjecture: lf the standard ]apanese quasi-nominal particle No 
precedes， the standard ]apanese variant jαnai is preferred. ln 
contrast， ifthe dialect quasi-nominal particle 1'0 precedes， the 
dialect variant yαηαi is preferred. And if there is no preceding 
quasi-nominal particle， either is used 
(c) Negation: The standard variant j刷出 isused mostly 
(d) Agreement-seeking: Either of jm凶iand y，αnai is used 
In Fukuoka dialect of young generation， these variants are used for 
the four functions selectively while in standard ]apanese， only one form 
covers a1 these functions 
キーワード.柄1.市:ι年層方百，デハナイ(カ)，方円接触
